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近場で山登りの楽しさが、コンパクトに纏まった鹿沼の岩山を計画した。 

日吉神社に着くと、駐車スペースにビニール紐が張り巡らされていた。神社の前に男性がいたので

聞くと、神社の年末清掃日なので車は止めら

れませんとの事。仕方なく戻って、神社下の広

い道路の路肩に止める。ストレッチを済ませ、

予定より１５分遅れて出発した。 

日吉神社参道の階段を登り、本殿前の車道を

左に行くと「岩山ハイキングコース入口」の道

標がある。檜林の登山道を進むと、正面に急

峻な岩峰が見えてくる。この岩峰がＡ峰で、こ

こからは変化にとんだ岩場が連続し、気を引き

締めて登る。先行したグループがクライミング

の練習をしていた。我々も帰りに場所が空いて

いたら、ここでクライミングの練習をする予定だ。 

岩場には足場が切ってある所もあるので、外さ

ないように登ればさほど危険ではない。岩と岩

の間を、迷路のようにすり抜けながら歩く登山

道はとても楽しい。三番岩の先のベンチがあ

る岩稜で休憩し、リンゴを食べ足を休める。 

ここからも急な岩場の登下降を繰り返し、二の

タルミへ降りて急な登りを頑張ると二番岩に着

く。この先も赤いペンキマークを見失わないよう慎重に進み、一のタルミは小さな標識の矢印に従っ



て大きく右に曲がる。エスケープルートを右に見送り

直進し、急な岩場を登ると本日の最高峰一番岩に着く。

一番岩からは３６０度の眺望が広がり、日光連山の絶

好の展望台。ゆっくり展望を楽しみながら、ロールカス

テラや果物をいただく。記念写真を撮ってから、長いク

サリ場がある猿岩に向かう。痩せ尾根を１００ｍ位北

へ進むと、入山峠に降りる鎖場に出る。 

垂直に近い岩場を、７本の鎖で降りるが今日は時間が

無いので下まで降りず、次回の楽しみにして往路を戻

って下山する。復路は岩場に慣れたせいか、楽しそう

にスイスイ降りて行く。 

時間が遅れているので、二番岩で昼食タイムをとる。

定番のけんちんうどんと焼イカ、漬物等を美味しく戴き

下山する。Ａ峰に着くと、クライミングの岩場が空いて

いたので、練習をすることにした。 

支点を取って、ロープで確保し一人ずつ登る練習をし

たが、登山靴でのクライミングは難しいようだ。 

それでも皆さん頑張って、何とか頂上まで登り記念写

真。徳ちゃんは「チョ～楽しい、百名山に登った時より感動した。」と大喜び。皆さんがもっとやりたそ

うなので、来年はクライミングの練習を計画することにした。 

車まで戻り、途中スーパーのトイレを借りて帰路についた。 

低山でも山登りの楽しさが凝縮された「岩山」は、皆さんとても気に入ったようだった。 

  


